
「いつか海外で働きたい」と思っている
自分にピッタリだと思った

就職活動を始めた時期
大学3年の11月

訪問した企業数
3社

就職活動を始めた頃の志望業界
製造業

KOMORIの選考で印象に残っていること
面接官のアドバイスで、やりたい仕事の幅が広がりました

就職活動のリフレッシュ方法
友人と飲みに行く、お笑い番組を見る
サッカー、サッカー観戦、スイーツ店巡り

就職活動一問一答

FRESHERS

内定者は語る！

中国語中国文化学科　市川 周吾

日本経済の底力は、高い技術力で品質の良い製品を産み出す「モノづくり」にあります。就職活動を始めた当初から、ITや金融など目に見えない

商品やサービスを扱う業界よりも、実際手にとって使うものを作り出す製造業に興味を持っていました。

KOMORIを知ったきっかけは、理系の大学に通っていた従兄から話を聞いたことです。Webサイトや会社説明会を通して、日本だけでなく世界に

誇れる技術、商品を持っていること、そして海外展開に力を入れていることを知り、語学力を生かしていつかは海外で働きたいと思っている自分

にピッタリだと思い、志望するようになりました。

また、選考では2次面接の際に面接官から様々なアドバイスがあり、より海外での仕事のイメージを広げることができたのも印象に残っています。

それまでは、海外での仕事＝海外営業と思っていましたが、それ以外にも部品の調達などの仕事があると知り、やりたい仕事の幅が広がりました。

他社の面接も受けてきましたが、このようなアドバイスをしてくれたのはKOMORIだけでした。

将来は語学力を生かして海外で働き、KOMORIの技術、商品、そしてKOMORIの名前を、世界に広げたいと思っています。

もともと中国の歴史が好きだったこともあり、大学は中国語学科に入学。入学後すぐに中国語の勉強を始めました。2年生の夏には1ヵ月間北京に

留学し、現地の人に会って話したり、遺跡を見に行って広大さを肌で感じたり、都市の経済発展の勢いに圧倒されたりと、様々な経験をすること

ができました。これを機に中国語の勉強がますます好きになり、帰国後は中国語サークルに参加。その甲斐あって中国語検定3級を取得し、今現

在も意欲的に勉強を続けています。

学生時代にがんばったこと

就職活動は正直辛く大変なことですが、自分を知るいい機会になると思います。私自身も就職活動をしたことで、自分がどんな人間なのか？将来何がや

りたいのか？などが明確になりました。おそらく一生に一度の自分探しになると思いますので、悔いの残らないよう頑張ってください！

就職活動を頑張る皆さんにメッセージ


